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市･県民税の申告
市長コラム２

４ 育児コーナー10
秋田市スポーツ賞６

市役所からのお知らせ８

情報チャンネルａ12

★昨年12月、バドミントン国際大会の最高峰の一つである｢BWFワールドスーパーシリー
ズファイナルズ2017｣で、女子ダブルスに出場した北都銀行の米元小春選手･田中志穂
選手が、初出場初優勝という快挙を成し遂げました。市ではこの栄誉を称

� �

え、１月19
日、両選手に｢秋田ふるさと市民賞｣を贈呈しました！ 写真は、表彰式で記念品として贈
られたガラス工芸のトロフィーを手にした米元選手(左)と田中選手(右)



穏
や
か
な
年
明
け
で
し
た
。
年
末
か

ら
正
月
に
か
け
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
や
サ

ッ
カ
ー
、
駅
伝
な
ど
の
全
国
大
会
の
テ

レ
ビ
中
継
で
地
元
高
校
生
の
応
援
に
熱

く
な
っ
て
い
た
市
民
の
か
た
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

時
期
は
少
し
戻
り
ま
す
が
、
昨
年
12

月
、
秋
田
の
若
者
が
躍
動
し
た
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
米

元
小
春
･田
中
志
穂
ペ
ア
、
い
わ
ゆ
る

〝
ヨ
ネ
タ
ナ
〟
の
世
界
一
で
す
。
12
月

13
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
ド
バ
イ
で

開
催
さ
れ
た
｢B
W
F
ワ
ー
ル
ド
ス
ー

パ
ー
シ
リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
｣女
子

ダ
ブ
ル
ス
で
の
初
出
場
初
優
勝
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
。
こ
の
大
会
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
に
次
ぐ
世
界
最

高
峰
の
舞
台
で
あ
り
、
秋
田
市
民
と
し

て
大
き
な
誇
り
で
あ
り
喜
び
で
す
。

市
と
し
て
は
市
民
に
元
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
市
役

所
前
に
お
祝
い
の
看
板
を
設
置
し
、
さ

ら
に
は
｢秋
田
ふ
る
さ
と
市
民
賞
｣を
贈

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
実
は
、
米
元

選
手
は
広
島
県
、
田
中
選
手
は
熊
本
県

出
身
で
、
元
々
秋
田
と
は
縁

�
�
�

の
な
か
っ

た
選
手
で
す
。
こ
の
こ
と
は
見
方
を
変

え
れ
ば
、
１
９
７
１
年
に
創
部
し
、
日

本
リ
ー
グ
に
参
入
以
来
順
調
に
ラ
ン
ク

を
上
げ
て
き
た
同
部
の
選
手
強
化
策
に

か
け
る
地
道
な
努
力
が
実
を
結
ん
だ
と

も
言
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
貢
献
活
動

に
も
熱
心
で
、
年
間
を
通
し
て
県
内
の

小
･中
･高
校
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
市
民
や
経
済
人
の
間
に
は
、
こ
う

し
た
チ
ー
ム
の
姿
に
感
動
･共
感
し
、

新
た
に
応
援
団
を
結
成
す
る
動
き
も
あ

る
よ
う
で
す
。

な
お
、
｢秋
田
ふ
る
さ
と
市
民
賞
｣は

日
本
人
女
性
で
初
め
て
Ｋ
２
登
頂
に
成

功
し
た
小
松
由
佳
さ
ん
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
江
畑
幸
子
さ
ん
に
続
い
て

の
授
与
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
優
勝
で
す
。

12
月
３
日
、
ア
ウ
ェ
ー
の
地
･鳥
取
市

で
の
、
ま
さ
に
シ
ー
ズ
ン
ラ
ス
ト
ゲ
ー

ム
で
し
た
。
優
勝
す
る
た
め
に
は
、

１
、
２
位
が
引
き
分
け
て
、
３
位
の

Ｂ
Ｂ

�
�
�
�
�
�
�

秋
田
が
勝
つ
ほ
か
な
い
状
況
で
、

奇
跡
的
に
栄
冠
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

自
力
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
神
様
も
味
方
し
て
く
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
Ｊ
２
昇

格
に
向
け
、
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
な
ど
の

面
で
出
来
る
だ
け
の
支
援
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

平
昌

�
�
�
�
�
�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
は
も
う
す

ぐ
で
す
し
、
夏
に
は
ロ
シ
ア
で
の
サ
ッ

カ
ー
･ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
控
え
て
い

ま
す
。
来
年
は
ラ
グ
ビ
ー
･ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
国
内
各
都
市
で
開
催
さ
れ
、

そ
し
て
そ
の
翌
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
〝
ヨ
ネ
タ
ナ
〟
の

優
勝
が
決
ま
っ
た
と
き
、
市
役
所
前
の

看
板
に
記
し
た
言
葉
は
ズ
バ
リ
｢東
京

五
輪
の
星
と
な
れ
!!
｣で
し
た
。
　

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)１月19日の｢秋田ふるさと市民賞｣の表彰式

◆市長の動向などは、こちらのホームページでをお伝えしています。http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

２

秋
田
の
冬
を
熱
く
し
た

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち



３ 広報あきた　平成30年２月２日号

１
月
11
日
、
市
役
所
で
、
平
成
29
年

度
社
会
福
祉
功
労
者
･ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
長
年
に
わ
た
る
市
の
社

会
福
祉
推
進
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
７
人
、
２
団
体
の
み
な
さ
ん
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社会福祉への
貢献に対し
厚生労働大臣表彰
問い合わせ 福祉総務課☎(888)5657

【
社
会
福
祉
功
労
】
＊
( )内
は
勤
務
先
。

■
民
生
委
員
･児
童
委
員
功
労
者

千
蒲
 隆
さ
ん
、
柴
田
紀
子
さ
ん

■
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者

長
谷
川
瑞
子
さ
ん

■
社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労
者

北
村
 孝
さ
ん
(松
涛
園
)、

井
上
日
登
美
さ
ん
(松
峰
園
)、

後
藤
富
美
子
さ
ん
(松
寿
園
)

■
福
祉
事
務
所
等
職
員
功
労
者

田
中
真
人
さ
ん
(秋
田
市
役
所
)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

▼
団
体
｢て
ん
て
ん
ク
ラ
ブ
｣

秋
田
県
点
字
図
書
館
を
拠
点
と
し
、

点
訳
作
業
を
長
年
に
わ
た
り
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す

▼
団
体
｢月
う
さ
ぎ
｣

秋
田
県
点
字
図
書
館
を
拠
点
と
し
、

音
訳
作
業
を
長
年
に
わ
た
り
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す

＊
上
の
写
真
は
伝
達
式
に
出
席
さ
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
。

１
月
７
日
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
★
あ

き
た
で
、
｢新
成
人
の
つ
ど
い
｣を
開
催

し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
穂
積
市
長
の

お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
、
こ
の
催
し
の

運
営
協
力
委
員
を
務
め
た
藤
田
英
駿
さ

ん
と
花
塚
悠
希
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
藤
田
さ
ん
は
、
｢こ

れ
か
ら
精
一
杯
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
こ

と
で
、
両
親
へ
恩
返
し
を
し
た
い
｣と

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
の
秋
田
市
の
新
成
人
は
２
千
898

人
(男
性
＝
１
千
497
人
、
女
性
＝
１
千

401
人
)で
す
。
若
い
力
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
。
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

生
涯
学
習
室
☎
(８
８
８
)５
８
１
０

新
成
人
と
し
て
の

飛
躍
を
と
も
に
誓
う

市政トピックス

冬
季
の
地
震
や
火
災
な
ど
を
想
定
し

た
｢雪
国
防
災
訓
練
｣が
、
毎
年
市
内
の

各
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
、
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
秋

田
市
小
学
校
長
会
が
呼
び
か
け
、
震
災

の
翌
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

取
材
に
伺
っ
た
保
戸
野
小
学
校
で

は
、
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
校
内
放
送

が
流
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
机
の
下

に
身
を
隠
し
、
先
生
の
指
示
の
も
と
迅

速
に
校
庭
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
同

小
で
は
５
月
と
10
月
に
も
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
冬
場
の

訓
練
と
い
う
こ
と
で
、
防
寒
着
へ
の
着

替
え
や
長
靴
へ
の
履
き
替
え
な
ど
、
寒

さ
に
備
え
た
避
難
方
法
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。

市
内
の
各
小
学
校
で

雪
国
防
災
訓
練
を
実
施

真剣な表情で訓練に臨む保戸野小の子ども
たち。避難開始からわずか数分ですべての
児童の避難が完了しました(１月17日)



申
告
の
対
象
者

■
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
①
〜
④
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
か
た
(税
務
署
へ
確
定
申
告
す
る
か
た
は
、
市
･

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
)

④
平
成
29
年
中
に
所
得
は
な
い
が
、
税
の
証
明
書
の
交
付
や
、
市
が
実
施
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
か
た

平
成
30
年
度
分
の
市
･県
民
税
の
申
告
を
、
下
記
の
各
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。
昨
年
の
受
付
期
間
中
に
申
告
し
た
か
た
で
、
今
年
も
申

告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
た
へ
、
２
月
上
旬
に
｢平
成
30
年
度
分
市
民

税
･県
民
税
申
告
書
｣を
お
送
り
し
ま
す
。
同
封
の
｢申
告
の
手
引
き
｣

を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く
記
入
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市民税･県民税の申告
申告期間▶２月16日(金)〜３月15日(木)

平成30年度分(平成29年１月〜12月の所得にかかるもの)

問い合わせ 市民税課個人市民税担当☎(888)5476

４

市
･県
民
税
の
申
告
日
時
と
会
場

＊
駐
車
場
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通

機
関
の
利
用
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
か
た
は
、
収
入
や
必
要
経

費
な
ど
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、

｢収
支
内
訳
書
｣を
事
前
に
完
成
さ
せ
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
｢収
支

内
訳
書
｣が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
完
成
後
の
受
け
付
け
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
相
談
の
必
要
が
な
い

か
た
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
･押
印
し
、
必
要
書
類

を
添
付
の
上
、
返
信
用
封
筒
(市
か
ら
送
付
し
た
申
告
書
に
同

封
)で
３
月
15
日
(木)
ま
で
に
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
５
日
(月)

実
施
日

地
域
別

２
月
16
日
(金)
〜

３
月
15
日
(木)
の
平
日

南
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

東
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

岩
見
三
内
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

河
辺
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

雄
和
地
域

雄
和
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

西
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

河
辺
地
域

西
部
地
域

南
部
地
域

東
部
地
域

北
部
地
域

中
央
地
域

市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル 会

場

時
間

北
部
公
民
館

北
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
月
16
日
(金)
〜

20
日
(火)
の
平
日

２
月
21
日
(水)

２
月
22
日
(木)
〜

26
日
(月)
の
平
日

２
月
27
日
(火)
〜

３
月
２
日
(金)

①
平
成
29
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
か
た

自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
所
得
／
地
代
や
家
賃
な
ど
の
不
動

産
に
よ
る
所
得
／
非
上
場
株
式
の
配
当
所
得
／
生
命
･損
害
保
険
の
満

期
･解
約
な
ど
に
よ
る
一
時
所
得
／
個
人
年
金
･原
稿
料
･講
演
料
な
ど
の

雑
所
得
／
土
地
･建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
　
な
ど

②
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、
確
定
申
告
は
し
な
い
が
、
市
民
税
･県
民

税
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(パ
ー
ト
･ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
)で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
か
た

・
平
成
29
年
中
に
退
職
し
た
後
、
再
就
職
し
て
い
な
い

・
年
末
調
整
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
(付
け
忘
れ
た
)所
得
控
除
を
受
け
る

・
給
与
以
外
に
20
万
円
以
下
の
所
得
が
あ
っ
た

３
月
６
日
(火)
〜８

日
(木)

３
月
９
日
(金)
･12
日
(月)

３
月
13
日
(火)
･14
日
(水)

▼
15:00　

9:00　

いずれの会場も12:00〜13:00は受け付けを休止します

▼
15:00　

9:30　

◆
確
定
申
告
の
会
場
は
、
｢フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
｣(中
通
)で
す
→
５
ペ
ー
ジ



チェック　 市･県民税の申告に必要なもの

●電話相談センター 最寄りの税務署におかけいただ
き、音声案内に従って、番号｢０｣＝確定申告に関す
る相談(確定申告時期のみ)、または番号｢１｣＝税金
に関する一般的な相談をお選びください。
u秋田南税務署☎(832)4121
u秋田北税務署☎(845)1161

確定申告書の記入漏れに
ご注意ください
◆確定申告書の所定の欄(右

上･下図の赤枠)に記入漏れ
があると、市･県民税の控除
などが適用されません。

◆給与所得者は、給与以外の所得にかかる市･県民税の
納付方法を選択できます。確定申告書の所定の欄
(右上･下図の黒枠)に納付方法を記入してください。

住宅ローン控除の適用を受けるには、翌年度の個人
市民税･県民税額の通知前に申告してください(平成29
年分の適用を受けるには、平成30年度の個人市民税･
県民税額が通知される前までに申告が必要です)。

通知後に申告された場合、個人市民税･県民税での住
宅借入金等特別税額控除は適用されません。

確定申告書B 第二表

５ 広報あきた　平成30年２月２日号

★｢上場株式等の配当所得等｣や｢上場株式等の譲渡所得

等｣は、平成29年度税制改正により、所得税と個人市･

県民税で異なる課税方式を選択できることが明確化さ

れました。詳しくは、市民税課へお問い合わせを。

確定申告により住宅ローン控除を受けようとするかたへ

確定申告書A 第二表

★セルフメディケーション税制＝健康の保持増進や疾病

予防の取り組みを行うかたが、特定一般用医薬品など

を購入した場合、一定の所得控除が受けられます。

所得税および復興特別所得税
▶２月16日(金)から３月15日(木)まで

贈与税▶２月１日(木)から３月15日(木)まで
消費税および地方消費税(個人事業者)▶４月２日(月)まで

申告書にはマイナンバーの記載が必要です

申告書には、マイナンバーの記載と、本人確認書類
の提示または写しの添付が必要です。なお、｢ｅ-Ｔａｘ

� � � � � �

｣
で申告書の送信を行う場合は、本人確認書類の提示、
または写しの添付は不要です。

期間u２月16日(金)から３月15日(木)までの平日(た
だし、２月18日(日)･25日(日)は開設します)、９:00
〜16:00。15:00までにご来場願います。

税務署に申告書作成会場は設置しません

●申告書作成会場 秋田県労働会館｢フォーラムアキタ｣
(中通六丁目７-36･市民市場近く) …会場に専用駐車場

はありませんので、公共交通機関などでお越しください。

e-Taxはこちらから→http://www.e-tax.nta.go.jp/

平成29年分 定 申 告
申
告
期
間

確



６

同
協
会
の
顧
問
を

は
じ
め
、
長
年
に
わ

た
り
要
職
を
務
め
、

各
大
会
に
新
た
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
(部
門
)を

創
設
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
テ
ニ
ス
を
楽
し

む
機
会
を
持
て
る
よ
う
尽
力
し
ま
し
た
。

秋
田
市
テ
ニ
ス
協
会
顧
問

岩
見
秀
和
さ
ん

競
技
団
体
推
薦

秋田市スポーツ賞は、スポーツ
振興に功績のあったかたや各種ス
ポーツ大会で優秀な成績を収めた
かたに、秋田市体育協会から贈ら
れます。

今年度の受賞者は、233人、21
団体です。受賞されたみなさんお
めでとうございます。

功
労
賞
(６
人
)

同
連
盟
の
要
職
を

長
年
に
わ
た
り
務

め
、
優
れ
た
指
導
力

を
発
揮
し
た
ほ
か
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
銃

剣
道
大
会
を
継
続
し
て
開
催
す
る
な
ど
、

同
連
盟
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

秋
田
市
銃
剣
道
連
盟
名
誉
会
長

故

佐
々
木
永
治
さ
ん

同
少
年
団
の
要
職

を
長
年
に
わ
た
り
務

め
、
運
営
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
、
そ

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長

佐
藤
政
信
さ
ん

長
年
に
わ
た
り
役

員
を
務
め
、
積
極
的

に
各
事
業
の
企
画
･

運
営
に
参
画
す
る
と

と
も
に
、
秋
田
市
ミ

ニ
テ
ニ
ス
協
会
副
会
長
と
し
て
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

大
住
学
区
体
育
協
会
副
会
長

矢
嶋
友
喜
さ
ん

地
区
体
育
協
会
推
薦

長
年
に
わ
た
り
役

員
を
務
め
、
優
れ
た

指
導
力
を
発
揮
し
、

組
織
の
充
実
･発
展

に
尽
力
し
た
ほ
か
、

30
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、

地
区
体
育
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

八
田
･楢
田
地
区
体
育
協
会
前
会
長

深
井
恭
悦
さ
ん

長
年
に
わ
た
り
役

員
を
務
め
、
地
区
体

協
の
充
実
･発
展
に

尽
力
し
た
ほ
か
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
･ゴ
ル
フ
や
ミ
ニ
テ
ニ
ス
の
普

及
･指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

土
崎
小
地
区
体
育
協
会
会
長

吹
谷
五
十
三
さ
ん

表彰式＝２月２日(金)16:15〜、
秋田キャッスルホテルで

問い合わせ
(一財)秋田市体育協会
☎(896)5331

特
別
栄
誉
賞

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
国
際
大
会
｢Ｂ
Ｗ
Ｆ

ワ
ー
ル
ド
ス
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ

ル
ズ
２
０
１
７
｣の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
日
本

代
表
と
し
て
、
見
事
な
活
躍
に
よ
っ
て
優

勝
を
獲
得
し
、
市
民
に
大
き
な
感
動
と
夢

を
与
え
ま
し
た
。

北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

米
元
小
春
さ
ん

田
中
志
穂
さ
ん

た
　
た

(写
真
右
)

(写
真
左
)

＊表紙に掲載した｢秋田ふるさと市民賞｣は、秋田市から米元小春さん、田中志穂さんに授与した賞です。



選
手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
な
ど
に
貢
献
し
ま
し
た

競
技
団
体
推
薦
…
野
坂
 肇
(秋
田
市
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
常
任
理
事
兼
監

査
役
)、
皆
川
秀
一
(秋
田
市
弓
道
連
盟
副

会
長
)

地
区
体
協
推
薦
…
相
場
 悟
(仁
井
田
地
区

体
育
協
会
副
会
長
)、
佐
々
木
愛
子
(金
足

西
学
区
体
育
協
会
前
副
会
長
)、
瀧
森
 威

(旭
川
地
区
体
育
協
会
事
務
局
長
)、
佐
藤

冨
士
夫
(新
屋
地
区
体
育
協
会
副
理
事

長
)、
長
岐
 章
(寺
内
小
学
区
体
育
協
会
副

会
長
)

体
育
･ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
･指
導
に
尽
力
し

ま
し
た

競
技
団
体
推
薦
…
仲
谷
正
紀
(秋
田
市
水

泳
協
会
常
任
理
事
)、
村
上
正
行
(秋
田
市

柔
道
連
盟
理
事
長
)、
鈴
木
 力
(秋
田
市
銃

剣
道
連
盟
理
事
)

地
区
体
協
推
薦
…
深
浦
幸
子
(築
山
地
区

体
育
協
会
副
会
長
)、
高
橋
一
美
(旭
川
地

区
体
育
協
会
理
事
)、
野
﨑
七
三
男
(勝
平

地
区
体
育
協
会
前
副
会
長
)、
斎
藤
香
子

(大
住
学
区
体
育
協
会
常
任
理
事
)

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の
全
国
大
会

で
、３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

齋
藤
華
南
･佐
藤
め
る
し

い
(以
上
城
東
中
)、
成
田
琉
夏
･土
佐
千

乃
(以
上
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高
)、

秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ
Ａ
、
聖

霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
、
秋
田
県
成
年
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ

ー
ム
、
秋
田
市
役
所
　

柔
道
▼

伊
藤
大
輔
(御
野
場
中
)　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
▼

中
村
龍
星
(御
野
場
中
)　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
▼

戸
嶋
響
愛
(金

足
農
業
高
)　

レ
ス
リ
ン
グ
▼

米
澤
 凌
･山
田
修
太
郎
(以

上
秋
田
商
業
高
)、
秋
田
商
業
高
レ
ス
リ

ン
グ
部
　

テ
ニ
ス
▼

土
橋
礼
佳
･堀
井
遥
花
(以
上
秋

田
工
業
高
等
専
門
学
校
)　

弓
道
▼

秋
田
県
弓
道
連
盟
少
年
女
子
チ
ー
ム

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
成
年
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
秋
田
県
成

年
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で
、
３
位
以
上

の
成
績
を
収
め
ま
し
た

武
術
太
極
拳
▼

大
槻
周
平
(秋
田
高
)

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

将
軍
野
中
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　

柔
道
▼

秋
田
大
学
柔
道
部
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼

Ｖ
Ｃ
秋
田
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田

ペ
ッ
カ
ー
ズ
、
秋
田
銀
行
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

障
が
い
が
あ
る
か
た
や
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
全
国
大
会
で
、
３
位
以
上
の
成
績

を
収
め
ま
し
た

卓
球
▼

高
橋
智
宏
、
石
塚
英
馬
、
松
本
恵

美
子
、
嶋
田
満
佐
雄
、
藤
原
弘
敏
(藤
原

治
療
院
)　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
▼

藤
田
 雅
(聖
霊
女
子
短

期
大
学
付
属
高
)　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼

泉
谷
 澪
(栗
田

支
援
学
校
)　

水
泳
▼

高
橋
正
純
(㈱
五
洋
電
子
)　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
特
体
連
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
秋
田
県
特

体
連
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

小
学
生
が
全
国
大
会
で
３
位
以
上
、
小
･

中
学
生
が
東
北
大
会
で
１
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た

ラ
イ
フ
ル
射
撃
▼

村
井
絢
音
(牛
島
小
)、
佐

藤
雪
菜
(港
北
小
)、
西
田
 葵
(御
所
野
小
)

レ
ス
リ
ン
グ
▼

鈴
木
彩
音
(牛
島
小
)、
横

山
拓
郎
(泉
小
)、
加
成
真
之
介
(飯
島

小
)、
佐
々
木
朋
花
･石
川
理
彩
(以
上
金

足
西
小
)　

体
操
▼

佐
藤
く
る
み
(桜
小
)、
戸
津
碩
佑

(仁
井
田
小
)、
高
橋
紅
羽
(金
足
西
小
)、

工
藤
 鈴
(港
北
小
)、
安
東
楓
乃
(秋
田
大

学
教
育
文
化
学
部
附
属
中
)、
秋
田
大
学

教
育
文
化
学
部
附
属
中
女
子
体
操
部
　

新
体
操
▼

佐
藤
ひ
な
た
(旭
川
小
)、
鈴
木
実

希
(日
新
小
)、
小
松
月
渚
(秋
田
西
中
)　

水
泳
▼

鈴
木
大
斗
(桜
小
)、
伊
藤
大
智
(御

所
野
小
)、
土
田
瑛
心
(勝
平
小
)、
宮
﨑

夢
乃
(秋
田
東
中
)、
鑓
野
目
遼
弥
(山
王

中
)、
秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
男

子
200
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
秋
田
ア
ス
レ
テ

ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
男
子
200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
チ
ー
ム
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼

工
藤
彩
歩
(寺
内
小
)　

武
術
太
極
拳
▼

米
谷
心
鞠
(仁
井
田
小
)　

卓
球
▼

髙
橋
紬
夢
(城
南
中
)　

剣
道
▼

高
橋
京
太
郎
(飯
島
中
)、
勝
平
中

女
子
剣
道
部
　

空
手
道
▼

佐
々
木
直
哉
(秋
田
南
高
中
等
部
)

野
球
▼

牛
島
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

柔
道
▼

雄
武
館
山
中
道
場

広報あきた　平成30年２月２日号７

普
及
振
興
賞

優
良
賞

奨
励
賞

栄
光
賞

優
秀
賞

普
及
活
動
賞

｢はずむスポーツ都市宣言｣が 10周年！

◆
以
下
敬
称
略
　

◆
( )内
は
所
属
団
体
も
し
く
は
学
校
名

平成 20 年 12 月に秋田市議会で決
議された｢はずむスポーツ都市宣言｣が、
昨年 12 月に 10 年目を迎えました。

今後も｢健康｣｢感動｣｢協
力｣の合い言葉のもと、
市民が生涯にわたりス
ポーツを通じて健全な
心身を育

���

める、健康で明るく
活力ある秋田市の一層の推進
を図ってまいります。

ス
ポ
ま
る



東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
市
町
村

か
ら
秋
田
市
に
避
難
し
て
い
る
か
た

は
、
避
難
先
の
現
住
所
な
ど
を
秋
田
市

防
災
安
全
対
策
課
に
情
報
提
供
し
て
い

た
だ
く
と
、
避
難
元
の
県
や
市
町
村
か

ら
大
切
な
お
知
ら
せ
が
届
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

新
た
な
登
録
だ
け
で
な
く
、
転
入
･

転
居
や
避
難
の
終
了
な
ど
、
登
録
の
内

容
を
変
更
す
る
場
合
に
も
、
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
４

Ｐ
Ｍ
２
･５
(微
小
粒
子
状
物
質
)は
、

大
気
の
流
れ
の
影
響
で
、
冬
か
ら
春
に

濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

１
日
の
平
均
濃
度
が
国
の
指
針
値
を

超
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
時
は
、
県

が
注
意
喚
起
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
市

で
は
こ
の
情
報
に
基
づ
き
、
環
境
保
全

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
｢大
気
環
境
情
報

メ
ー
ル
｣(※
)な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
。

■
注
意
喚
起
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
運
動
は
で
き
る

だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う

・
屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必

要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う

・
呼
吸
器
や
循
環
器
に
疾
患
の
あ
る
か

た
や
、
子
ど
も
、
高
齢
の
か
た
は
、

体
調
の
変
化
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
Ｐ
Ｍ
２
･５
の
注
意
喚
起
情
報
な

ど
、
大
気
環
境
に
関
す
る
情
報
を
メ

ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
事
前
登
録

(無
料
)が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保

全
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/

city/ev/p
l/p
m
/p
m
_d
efau
lt.h
tm

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課
☎
(８
８
８
)５
７
１
１

建
物
な
ど
の
解
体
･改
修
工
事
を
行

う
際
は
、
石
綿
(ア
ス
ベ
ス
ト
)使
用
の

有
無
を
事
前
に
調
査
す
る
よ
う
法
律
で

定
め
ら
て
い
ま
す
。
解
体
工
事
な
ど
の

事
業
者
は
、
石
綿
の
事
前
調
査
を
行

い
、
結
果
を
工
事
現
場
の
周
辺
か
ら
見

や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
が
不
十
分
な
場
合
、
石
綿
を
飛

散
さ
せ
、
周
辺
の
環
境
に
大
き
な
被
害

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
石
綿
の
簡
易
測
定
器
を
導
入
し
、

事
前
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
立
入

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課
☎
(８
８
８
)５
７
１
１

重
度
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

が
利
用
し
て
い
る
｢通

院
用
タ
ク
シ
ー
利
用

券
｣を
更
新
す
る
申
請
書
を
、
２
月
19

日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
書

い
て
、
２
月
28
日
(水)
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
券
は
３
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

な
お
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
申

請
書
が
届
か
な
い
か
た
や
新
た
に
利
用

し
た
い
か
た
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
▼

｢内
部
機
能
障
害
１
級
｣｢肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級
｣｢視
覚
障
害
１
〜
３
級
｣の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊
入
院
･施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課

(市
役
所
１
階
)、
西
部
･南
部
･北
部
･河

辺
･雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

＊
左
記
宛
先
へ
郵
送
も
で
き
ま
す
。

〒
０
１
０
-８
５
６
０

秋
田
市
障
が
い
福
祉
課

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

市
民
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
用
の
写
真
撮
影
と
申
請
手
続
の
サ
ポ

ー
ト
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
か
た
は
、
市
民
課
へ
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

期
間
▼

２
月
28
日
(水)
ま
で

＊
窓
口
繁
忙
期
は
一
旦
お
休
み
し
て
、

次
回
は
、
５
月
中
旬
か
ら
再
開
す
る

予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　

市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

８

平成30年１月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u310,634人(-384)…男u146,414人(-184)　女u164,220人(-200)

●世帯u135,976世帯(-151) 

12月分 出生u148人　死亡u368人　転入u381人　転出u545人　

( )内は前月比●１年前の人口u313,144人

解
体
工
事
の
前
に

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を

２
月
12
日
(月)
の
｢振

替
休
日
｣は
、
家
庭

ご
み
と
資
源
化
物

を
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
９

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ

ム
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

Ｐ
Ｍ
２
･５
の
注
意
喚
起

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

身
体
障
が
い
者
の
通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
更
新

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
の
期
間
延
長



昨
年
末
、
元
秋
田
市
消
防
職

員
の
妻
で
あ
る
下
田
ハ
ル
エ
さ

ん
か
ら
、
亡
夫
の
在
職
中
の
恩

返
し
を
し
た
い
と
の
ご
意
向
に

よ
り
、
市
消
防
本
部
へ
、
活
動
支

援
車
１
台
(200
万
円
相
当
)と
放

送
設
備
１
式
(67
万
円
相
当
)を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
警

防
課
☎
(８
２
３
)４
２
４
３

農
業
へ
の
夢
と
希
望
を
描
い
た
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧

無
料
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

２
月
10
日
(土)
か
ら
14
日
(水)
ま

で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
(14
日

は
午
後
５
時
ま
で
)

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
農
業
委
員
会

事
務
局
☎
(８
８
８
)５
７
９
６

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
、
地
域
社
会

全
体
が
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣を

推
進
し
て
い
ま
す
。

乗
り
物
で
席
を
譲
る
な
ど
、
誰
も
が

で
き
る
小
さ
な
気
遣
い
が
大
切
で
す
。

一
人
一
人
が
相
手
を
思
い
や
り
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/

ur/im
/keikaku/1
1
koutuu-B
F
/

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催

３
月
27
日
(火)
午
後
２
時
〜
、
市
役
所

５
階
の
第
３
･第
４
委
員
会
室
で
。
議

題
は
｢秋
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
｣に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。
傍
聴

は
先
着
10
人
ま
で
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
４

◆
｢車
い
す
等
マ
ー
ク
｣の
つ
い
た

駐
車
区
画
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

障
が
い
者
や
要
介
護
者
、
妊
産
婦
な

ど
に
利
用
証
を
交
付
し
、
駐
車
区
画
の

適
正
利
用
を
図
る
｢障
害
者
等
用
駐
車

区
画
利
用
制
度
｣
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
向

上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
か
た
は
、
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
｢障
害

者
等
用
駐
車
区
画
｣の
設
置
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
秋
田
県
地

域
･家
庭
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
☎
(８
６
０
)１
３
４
２

◆
小
学
校
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
12
の
小
学
校
で
、

高
齢
者
･障
が
い
者
の
疑
似
体
験
や
介
助

を
体
験
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

９ 広報あきた　平成30年２月２日号

一
人
一
人
の
思
い
や
り
で

｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣を

小
学
生
が
描
い
た

農
業
の
絵
を
展
示
し
ま
す

消
防
活
動
支
援
車
な
ど

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た

目
録
を
穂
積
市
長
に

手
渡
す
下
田
さ
ん

秋田市では｢どぶろく｣を

新たな地域資源として位置

づけ、都市と農村の交流を促

すメニューの一つとして製

造･販売などの規制緩和を図

るため、国に｢どぶろく特区｣

の申請を行ったところ、この

たび、特区の認定を受けるこ

とができました。

関心があるかたは、産業企

画課６次産業･産業連携担当

へお問い合わせください。

☎(888)5725

農業者とは…
①農業を営む者(個人･法人)　
②農業経営者の家族　
③農地所有適格法人の組合員

相談対象u農家民宿や農家レ
ストランを営んでいる、また
は今後営む予定の農業者

規制緩和の内容

どぶろく特区内でどぶろくを
製造する場合に、酒類製造免
許の要件のうち、最低製造数
量基準(年間製造見込数量６
kℓ)が適用されません。
◆どぶろくの製造は、所轄税
務署からの免許を受ける必
要があります

車いすでの移動やアイマス
クを着用した歩行体験な
ど、普段と違う環境の中、声
を掛け合い、助け合うことの
大切さを学びました

【利用証】

車いす使用者用
(青色)

車いす使用者以外用
(緑色)

みほん みほん



助産師を囲んで、産後の心や身体のこ
と、毎日の育児について話します。
対象u産後６か月頃までの母親(お子さ
んも一緒にどうぞ)
日時u２月23日(金)10:00〜11:30
会場u市保健センター　先着u10組
申込u子ども健康課☎(883)1175

助産師を囲んで、妊娠･出産や子育て
に関する悩みについて話します。
対象u妊娠35週頃までの妊婦さん
日時u２月26日(月)10:00〜11:00
会場u市保健所２階 先着u10人
申込u子ども健康課☎(883)1175

離乳食の進め方、試食、個別相談な
ど。｢初期｣は調理実技、｢中期｣｢後期｣
は食品の調理法、歯の手入れ法も。申
し込みは、２月15日(木)8:30から子
ども健康課へ。☎(883)1174･1175
＊太字の( )内は対象と定員(先着)。
初期離乳食教室(生後４〜５か月。40組)

３月５日(月)10:00〜12:00
中期離乳食教室(生後６〜７か月。30組)
３月６日(火)10:00〜12:00
後期離乳食教室(生後８〜11か月。30組)
３月12日(月)10:00〜12:00

歯みがきレッスンと歯科衛生士や栄
養士の話など。
対象u１〜３月に１歳の誕生日を迎え
るお子さんと保護者　
日時u２月28日(水)10:00〜11:30　
会場u市保健センター　先着u25組
申込u子ども健康課☎(883)1174

保健師、栄養士が個別に相談に応じま
す。電話相談は随時行っています。
対象u乳幼児と保護者　
日時u２月23日(金)9:00〜12:00　
会場u市保健センター　先着u３組
申込u子ども健康課☎(883)1174

  太字の( )内は対象。問い合わせ先の◎
は、各地区の主任児童委員さんの印。

■東きらきらくらぶ(就学前)
２ 月 13日 (火 )･27日 (火 )、10:00〜
12:00、東地区コミセンで。
問u◎佐藤さん☎(834)6289
■おおすみキッズ(就学前)　２月15
日(木)10:00〜12:00、大住児童館
で。問u◎小松さん☎(839)5189
■しゃぼんだま広場(就学前)
２月16日(金)10:00〜11:30、四ツ小
屋児童センターで。
問u◎伊藤さん☎(839)3891
■港北ママクラブ(就園前)　
２ 月 16日 (金 )･23日 (金 )、10:00〜
11:30、港北児童センターで。
問u◎平澤さん☎(845)4014
■あおぞらキッズ(０歳〜就学前)　
２月18日(日)10:00〜11:30、外旭川
児童センターで。
問u◎船木さん☎(868)1902
…………………………………………

■NPO法人子育て･高齢者介護サポー
トばっけの会(生後２か月〜１歳)
ベビーマッサージ。２月20日(火)
10:30〜11:30、ひよっこサロン(南
通)で。参加費600円。
申込u同会☎(834)4733

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

地域で育児★★

親子で遊ぼう
　 　 　

  

 

 

 

 

 

 

★参加無料　★直接会場へ

育児相談

産後のママトーク

プレママトーク

離乳食教室

歯ッピーバースデイ

育
児
コ
ー
ナ
ー
！
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インストラクターが指導します。
対象u就学前のお子さんがいる母親
(お子さんも一緒にどうぞ)　日時u２
月20日(火)10:30〜11:30　会場u雄
和市民SC２階洋室２　先着u10人　
申込u２月５日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

冬場の感染症予防と子どもの危険防
止について、保健師が話します。
対象u就学前のお子さんと保護者　
日時u２月27日(火)14:00〜15:00　
会場u南部子育て交流ひろば
先着u８組　
申込u２月５日(月)9:00から南部子育
て交流ひろば☎(838)1216

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子ど
も健康課(八橋)へお問い合わせを。
◆４か月･７か月･10か月児健診
対象 u４･７･10か月になった日か
ら、それぞれ満５か月･満８か月･満
11か月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診
日時と会場u右表参照　
持ち物u母子健康手帳と別冊のアンケ
ート(事前に記入してください)、バス
タオル
◆３歳児健診
視力･聴覚検査は自宅で行ってきてく
ださい。日時と会場u右表参照　
持ち物u母子健康手帳と別冊のアンケ
ート(事前に記入してください)、尿検
査セット(尿を容器に採って)、バス
タオル

＊平成29年８月１日以降に転入され
たお子さんには、アンケートと尿
検査セットを健診の前の月に郵送
します。届かない場合は子ども健
康課にご連絡ください。

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45〜13:30　
会場u市保健センター(八橋)　対象u１
歳６か月児健診…平成28年８月生ま
れの１歳７か月児、３歳児健診…平
成26年９月生まれの３歳６か月児
■旧秋田市の対象地区と健診日

■河辺･雄和の各地区　
受付時間u12:45〜13:30　
会場u河辺総合福祉交流センター　
対象u１歳６か月児健診…平成28年
８〜10月生まれ、３歳児健診…平成
26年７月〜９月生まれ　
実施日u１歳６か月児健診…５月11
日(金)、３歳児健診…３月14日(水)

育児コーナー！
笑顔がいいね

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u３月１日(木)
３歳児健診u３月９日(金)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝
平･豊岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u３月８日(木)
３歳児健診u３月20日(火)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u３月２日(金)
３歳児健診u３月13日(火)

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u３月７日(水)
３歳児健診u３月15日(木)

健診
日

乳幼児健康診査
子ども健康課☎(883)1174

＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

各子育て交流ひろばの場所

子ども健康講座

中央＝市役所２階
東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

ママヨガでスッキリ

食物アレルギーを防ぐため
食品表示を確認しましょう

広報あきた　平成30年２月２日号11

｢食物アレルギー｣のお

もな症状は、じんま疹･

湿疹などの皮ふ症状や、

下痢･嘔吐･腹痛などの消化器症

状、せき･呼吸困難などの呼吸器

症状などがあります。場合によ

っては、原因食品を食べてから

30分以内にアナフィラキシーシ

ョック(全身発赤、呼吸困難、血

圧低下など)が起こり、重篤な症

状となることもあります。

食物アレルギーを防ぐには、

原因となるアレルゲン(※)を口

に入れないことが基本です。し

かし加工食品では、商品名や外

観だけでアレルゲンが含まれて

いるか分からない場合もありま

すので、その際は食品表示を確

認しましょう。

表示義務のないアレルギー物

質もあるほか、製造の際、原材料

でなくても、工場内の工程で同じ

器具を共有することで、アレルギ

ー物質が混入することもありま

す。不安なときは、商品に記載さ

れた製造所やお客様相談室など

にお問い合わせください。

　

＊卵･乳･小麦･えび･かに･そば･落花
生が微量でも含まれるときは、必
ず表示することになっています。

＊｢原材料名｣｢添加物｣の欄の最後
に、(一部に○○、△△を含む)のよ
うに、アレルゲンがまとめて表示
されている場合もあります。

※食物アレルギーを引き起こす物質

【食品表示記載例】

問u衛生検査課☎(883)1181
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右記の｢秋田市地産地消推進店｣で、市
内産農産物を購入、またはそれらを使用
したメニューを注文したお客さまに抽選
で、秋田市産品(野菜や加工品など)の詰
め合わせセットをプレゼント！ ふるって
ご応募ください。

【飲食店】炭火焼酒房 ぐらん炭／あわい／千秋／酒房
福／札幌かに本家秋田店／Bistro Terre／酒菜や 香蔵／
山王一丁目食堂／あざみ亭／MODERN DINING 武志／
Dining 想／秋田川反漁屋酒場／比内地鶏 鳥正／秋田きり
たんぽ屋／いろり屋／魚バル TOSHICHANG／肉バル
NORICHANG／銀河館／亀の町ストア／サカナカメバー
ル／酒場カメバル／秋田の食堂 やまと／とっぴんぱらり
のぷ／酒讃家／秋田牛玄亭 RBステーキハウス／魚ざん／
重松の家／ファーマーズキッチン 旬／とんぴん舎／農家
レストラン ゆう菜家／おかず家／ふぁーむハウス 旬菜／
TERRA／炭火焼 和ごころ／フォレストセンター バーベ
キューハウス／スカイグリルブッフェレストラン 空桜〜
SORA〜／喰い処 ふく田 ／゙アキタパークホテル内 レス
トランニューパーク／東天紅 秋田キャッスルホテル店／
秋田車屋／ダイニングレストラン ザ･キャッスル／和食
処 まる／秋田畑／オステリア ムーリベッキ／ダイニング
万葉 ホテルメトロポリタン秋田店／レストラン クオー
レ／懐石 天翠／レストラン清樹苑

【小売店】秋田市民市場／ナイス(秋田市内全店舗)／山源
商店／グランマート(秋田市内全店舗)／たまごの樹河辺
店／秋田畑／秋田まるごと市場／to･ko･to･ko／杉山壽山
堂 トピコ店／イオン秋田中央店

【直売所】ファーマーズマーケット彩菜館／河辺岩見温泉
交流センター／JA新あきた直売センターいぶきの里／JA
新あきた直売センターあぐりんなかいち／やまぶき

応募方法
各店内に置いている応募はが
き、またはキャンペーン用ポッ
プに記載したQRコードからどう
ぞ。詳しくは、下記の産業企画
課ホームページをご覧ください
景品内容
｢秋田市まんぷく便｣…… ３人
｢秋田市ごっつぉ便｣…… ５人
｢秋田市おたのしみ便｣…10人

http://www.city.akita.akita.jp/city/ag/
mn/agbranding/farmers_party/

秋田市地産地消推進店(認定順)

秋田市内産農産物などを積極的に取り扱う店舗
(１月17日現在の認定店)

秋田市地産地消
推進キャンペーン
期間u２月９日(金)〜24日(土)

第２弾

写真は
｢秋田市まんぷく便｣
のイメージです

産業企画課販売戦略
担当☎(888)5724

問い
合わせ

JA新あきた直売センターいぶきの里

｢農家のパーティ｣は、
秋田市の農業を元気に
するアイデアを、どん
どん実行していくプロ

ジェクトです。このロゴマークを旗印に、さまざま
なアクション(活動)を育てていきます。

秋田市農家のパーティ 検索

ポ
ッ
プ
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秋田市謡曲三流同好会、秋田県謡

曲連盟会長を歴任、観世流会長とし

て後進の育成に努めています。秋

田市芸術祭をはじめ、各種事業を主

導し謡曲の発展･普及に貢献しています。

市の芸術･文化活動の推進に貢献された次のみ
なさんへ、平成29年度秋田市文化団体連盟章を
お贈りします。表彰式は、２月８日(木)17:00か
ら秋田キャッスルホテルで行います。

秋田市文化団体連盟☎(866)4026

【謡曲】髙田 登さん (65歳)

茶道石州流秋田市支部役員を歴

任、副支部長として後進の育成に努

めています。秋田市芸術祭をはじ

め、千秋茶会などの開催に尽力し、

茶道、煎茶道の発展･普及に貢献しています。

【茶道】佐藤宗洋(洋
本 名

子)さん (76歳)

秋田市歌人協会設立時より役員

を歴任、会長として後進の育成に努

めています。秋田市芸術祭をはじ

め、各大会に講師、選者などで携わ

り、短歌の発展･普及に貢献しています。

【短歌】永田賢之助さん (83歳)

生田流箏曲宮城会秋田理事、宮城

社大師範として後進の育成に努め

ています。秋田市芸術祭をはじ

め、三曲連盟演奏会などに出演し、

箏曲の発展･普及に貢献しています。

【箏曲】浜野鉄枝さん (84歳)

秋田県華道連盟役員を歴任、五明

流理事、家元補佐として後進の育成

に努めています。秋田市芸術祭を

はじめ、各作品展に出品し、いけば

なの発展･普及に貢献しています。

【華道】菅野桂月
� � � �

(律
本 名

子)さん (87歳)

＊【 】内は各部門名です。

お昼休みのひとときに素敵な

音楽をお届けします。出演はクラシックギタ

ーの柴田周子さん(写真)。演目は｢愛の挨
� �

拶
� �

｣

｢ジュリア･フロリダ｣｢ジュ･トゥ･ヴ｣ほか。

市役所１階市民の座

日時
２月14日(水)
12:30〜12:50

会場

入場無料／直接会場へどうぞ

文化振興課☎(888)5607

東
海
林

�

�

�

�

太
郎
伝
説

２月18日(日)まで絶賛公演中！

会場 にぎわい交流館３階多目的ホール

＊休演日は２月５日(月)･６日(火)･13日(火)です。また、
１日１公演の日もあります。詳しくは、ホームページ
をご覧ください。http://www.warabi.jp/syozitaro/

時間 10:30〜と13:30〜の１日２回

前売券
一般2,500円／小･中学生1,500円
(当日券はいずれも500円増)

わらび座☎0187(44)3915
秋田商工会議所☎018(866)6676

問

問

ミュージカル出演者が市役所を訪問しました！

イラストマップに掲載した河辺地区の文化

財などをパネルで紹介します。旧河辺農林漁

業資料館の所蔵資料の展示も。観覧無料。

会場

日時
２月１日(木)u28日(水)
平日9:00〜17:00

文化財イラストマップ
河辺地区編写真展

文化振興課☎(888)5607問

秋田市出身の国民的歌手･東海林太郎の波瀾
万丈の生涯を描いた、笑いあり涙ありのミュー
ジカル。公演残りわずか。ぜひご覧ください！

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

旧
三
内
川
発
電
所
の
隧
道

�
�
�
�河辺市民SC

��������

１階ホール　
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テンペラとは、卵に水と顔料を混ぜた絵の具を用いるヨー

ロッパの古典技法です。本展の出品作家である梅津 薫さん

からその技法を学び、制作体験を行います。

日時 ２月22日(木)u３月25日(日)10:00〜18:00
観覧料 一般300円　大学生200円　高校生以下無料

強い日差しが降り注ぐ夏の浜辺や風が吹き抜ける大地、

人々が集う室内など、さまざまな情景が描かれる絵画。本

展では、｢あたたかさ｣や｢冷たさ｣といった画面に漂う温度

に焦点をあて、多様な洋画表現の世界を紹介します。

問い合わせu☎(836)7860

おもな作品…平沢淑子｢水境｣1992年、田中木芽｢赤と黒と｣
1995年、梅津 薫｢しろきものふる｣2014年

関
連
事
業

テンペラ画ワークショップ 

伊
藤
 隆
｢河
床
｣１
９
８
８
年

◆コレクション展開催準備のため、千秋美術館は２月13日(火)から21
日(水)まで臨時休館となります。なお、１階ロビーは、平日の9:00
〜17:00は利用できます。

申し込み ２月５日(月)9:30から千秋美術館☎(836)7860

日時u３月17日(土)14:00〜16:30　会場u千秋美術館
３階講堂　材料費u500円　定員u20人

日時u２月３日(土)から25日(日)まで
の土･日、祝日、10:00〜15:00
会場u大森山動物園第４駐車場

☆☆☆ポニーの乗馬体験☆☆☆

小学生以下のお子さんが対象です
(保護者同伴)。体験料は１回５分程
度で400円。詳しくは、ポニーハイ
ランド花立へお問い合わせくださ
い。☎0184(55)2711

バレンタインデーにちなみ、カッ
プル･ご夫婦･ご家族で〝愛情発見〟
をテーマに、動物園で楽しい時間を
お過ごしください。

日時 ２月12日(月)10:00〜15:00

入園料 720円(高校生以下無料)

★プレゼント企画｢ハートを探せ！｣　
動物の体の形や模様、園内の表示
などから｢ハート｣の形を３つ探し
てください。解答用紙を提出した
かた先着100人に、チョコレート
をプレゼントします

★愛のお守り｢エミュー
の羽｣プレゼント
２本の羽が一対にな
っていることから、
愛の証

���

として珍重さ
れているエミューの
羽を、エミュー展示場で行う｢どう
ぶつ解説(14:00〜)｣への参加者へ
プレゼントします(30個限定)

★チンパンジー｢ボンタ｣の誕生会
(13:30〜)
特製バースデーケーキでボンタを
お祝い！ 誕生会を見学した先着
50人にチョコレートをプレゼント

問 大森山動物園☎(828)5508

３年生の集大成である卒業

制作と１･２年生が授業で制

作した作品を展示します。生

徒たちの学びの成果を、ぜひ

ご覧ください。

秋田公立美術大学附属高等学院生徒作品展

明日のクリエーターたち

にぎわい交流館２階
展示ホール、アート工房

日
時

２月８日(木)u12日(月)
9:00〜18:00
(最終日は17:00まで)

会
場

■観覧無料■

問 ☎(828)4127

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

絵
画
の
温
度

千
秋
美
術
館
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Eメールuro-hlex@city.akita.akita.jp

子犬のしつけ方パピー教室
日時 ２月24日(土)9:30〜11:30

会場 市保健所２階大会議室

対象

犬の飼い主および飼い犬(飼い主のみ、または
これから飼おうとしているかたもどうぞ)。
飼い犬は生後４〜12か月で、犬の登録と平成
29年度の狂犬病予防注射を受けていること

内容
犬との接し方･しつけ方の実技講習と、お悩み
相談飼い方サロン

定員
犬同伴の場合、定員は抽選で15組。飼い主の
みの参加は定員なし

往復はがきかEメールで、次の内容を２月15
日(木)(必着)までにお知らせください。
①申込者の氏名(ふりがな) ②住所 ③電話番
号 ④参加人数 ⑤犬同伴の有無 ⑥犬の登録番
号(平成●年度●●●●●) ⑦相談内容

宛先u〒010-0976 
八橋南一丁目８-３ 衛生検査課　

＊返信欄に、申込者の住所･氏名をお忘れなく。

猫の飼い方教室
日時 ２月24日(土)13:30〜15:00
会場 市保健所１階中会議室

対象 どなたでも(飼い主でなくてもどうぞ)

内容

これまでの相談事例で出された問題行動、高
齢、食事管理などからみた猫とのつきあい方
に関する講演

定員 なし(猫の同伴はできません)

申込
２月21日(水)までに衛生検査課へ電話で。
☎(883)1182(平日8:30〜17:15)

にゃん

■路上などへの飼い犬のフンの放置は不衛
生です。必ず持ち帰りましょう

■犬の放し飼いは、人を咬
�

んだり交通事故
にもつながったりするため大変危険で
す。絶対にやめましょう

■自由に家の外に出られる環境にある飼い
猫は、病気に感染する危険性が高くなり
ます。飼い猫は家の中で飼いましょう

■野良猫へのエサやりは、フン害や望まれ
ない猫を増やす原因となります。無責任
なエサやりはやめましょう

■ご希望の町内会には、犬猫のフン尿防止
のマナー啓発看板を配布していますの
で、ご利用ください

■犬猫の飼い方やフ
ン尿･悪臭などでお
困りのときは、衛
生検査課へご連絡
ください

申込

◆
◆
◆
右
の
教
室
は
ど
ち
ら
も
参
加
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、
衛
生
検
査
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
(８
８
３
)１
１
８
２
◆
◆
◆

井口
� � � �

阿
�

くり

南通亀の町生まれ

井口は、｢日本女子体育の母｣と呼ばれた教育者です。秋田県女子

師範学校を経て、明治25年に東京女子高等師範学校を主席で卒業す

ると、同校附属小学校の教員や私立高校の教頭を経て、明治32年に

女子体育研究のため、アメリカへ渡ります。

留学先のアメリカでは体育理論や実技を習得し、帰国後は女子体

育の指導者養成にあたりました。明治37年、文部省の体操及遊戯取

調委員となり、〝スウェーデン体操〟と呼ばれる運動を実践･指導し、

日本の女子体育を定着させました。明治３年-昭和６年
(1871-1931)
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文書法制課ホームページに｢秋田市の先人｣を掲載しています。http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/dc/hs/senjin/senjin.htm

｢秋
田
市
の
先
人
｣の
功
績
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
(不
定
期
)

わん

人と動物の
住みよい街づくりのため
飼い主のルールを
しっかり守りましょう

スウェーデン体操＝19世紀初頭、スウェーデンの学者･リングが、身体各部･機
能の調和した発達を図るために考案した体操

守るにゃん



加費u1,000円　定員u15人
申込u２月３日(土)10:00から西部
体育館☎(828)1180

健康寿命を延ばすストレスとの向
き合い方を学びます。講師は、日
本赤十字秋田看護大学准教授の齋
藤和樹さん。日時u２月23日(金)
10:30〜12:00　会場u中央市民
SC洋室４(市役所３階) 先着u40
人　申込u２月５日(月)8:30から
生涯学習室☎(888)5810

栄養士が相談に応じます。１人
50分程度。
日時u２月27日(火)9:30〜16:30
会場u市保健センター(八橋)　先着
u５人　申込u２月５日(月)8:30か
ら保健予防課☎(883)1178

■難病ふれあい相談会　日時u２月
17日(土)10:00〜14:30　会場u秋
田県心身障害者総合福祉センター

３階(旭北) 内容u医師による相
談、理学療法士の講話と実技、難病
相談支援センターの相談員による
生活･福祉相談、寸劇など　申込u

２月９日(金)までNPO法人秋田県
難病団体連絡協議会☎(823)6233
■ひだまり教室　
日時u２月７日(水)15:00〜16:00　
会場u秋田大学医学部附属病院１
階院内図書室｢ひだまり｣　

内容u在宅医療･在宅医療連携外来
の解説、訪問診療医とのお話し会
問u同病院医事課☎(884)6039
■スロージョギング教室
対象u河辺地域のかた(運動制限の
ないかた) 日時u２月13日(火)･
20日 (火 )･27日 (火 )、10:00〜
12:00　会場u河辺総合福祉交流
センター 申込u河辺地域包括支
援センター社協☎(882)5565

＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 16

食生活相談

市民大学講座 こころの健康を守ろう

 
 
　

 
　

 
 

　

 

　

 

　

　
　 　 　

  　

　
　 　

  　

　
　

  　

　
　 　

  　

　
　 　　

  　

みんなの掲示板④

高
齢
者
大
学
･学
級
の
会
員
募
集
　

会員同士で親睦を深め、社会･文化･自然･健康などについて学びます。
はがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、生年月日、電話番号を書い
て、２月28日(水)までに、それぞれお申し込みください。

60歳以上
のかたが
対象です

65歳以上のかたが対象です。
時間は10:15〜12:00(③のみ10:00〜)。
①･②は無料。いずれも直接会場へお越しください。
①ADL体操 動きやすい服装でお越しください。
２月８日(木)、飯島老人いこいの家で。☎(845)3692
２月21日(水)、八橋老人いこいの家で。☎(862)6025

②演歌･歌謡教室 ２月15日(木)、大森山老人と子どもの
家で。持ち物は筆記用具。☎(828)1651

③エコクラフトテープで作るミニバケット(かご)　
２月20日(火)、３月20日(火)、雄和ふれあいプラザで。
材料費700円。持ち物は、筆記用具、はさみ、木工用ボ
ンド、洗濯ばさみ10本、メジャー(２m)。☎(886)5071

い
き
い
き
サ
ロ
ン



いじめや体罰、隣近所の問題など
の相談を人権擁護委員に相談した
いときは、秋田地方法務局人権擁
護課へどうぞ。☎(862)1443
＊乳井康雄さん(再任)が、１月１

日付けで法務大臣から人権擁護
委員に委嘱されました。

■KHJ秋田ばっけの会の集い　対
象uひきこもりのかた 日時u２月
10日(土)･17日(土)、13:30〜15:30
(10日はご家族もどうぞ)　会場u

中央市民SC(市役所３階)。10日
は洋室４、17日は洋室３　問u同
会の菅原さん☎090-6688-5216
■遺族の集い･コスモスの会
大切な人を自死や災害死などの突
然死で亡くされたかたの集いで
す。個人ケアは要予約。日時u２
月17日(土)13:00〜16:00(個人
ケアは15:20〜)　会場u県社会福
祉会館(旭北)　お茶代u300円　
問u秋田グリーフケア研究会

☎080-5000-8706
■認知症の人と家族のつどい　
日時u２月18日(日)13:30〜15:30
会場uジョイナス研修室(千秋)
問u認知症の人と家族の会秋田県
支部☎(866)0391

■ふれあい法律相談 加藤 謙弁
護士が応じます。申し込みは１つ
の相談につき年度内１回まで。
日時u２月19日(月)10:00〜12:00
会場u市老人福祉センター(八橋)
先着u６人(初めてのかた優先)　
申込u２月５日(月)10:00から市社
協ふれあい福祉相談センター

☎(863)6006
■秋田の史跡を学ぶ会　
講話や史跡探訪など。活動日時u

４月から12月までの毎月第２･４
水曜、10:00〜12:00 会場u東
部市民SC 申込u同会の児玉さん

☎080-3148-7772
■公共職業訓練 ハローワークに
求職申込をしていて、新たに技術
を取得し、再就職を希望するかた
が対象です。資料代などは実費。
訓練科(定員各15人)u機械加工技
術科、電気設備技術科、ビル管理
技術科　訓練期間u４月３日(火)か
ら９月28日(金)まで 申込期限u２
月28日(水) 会場･申込uポリテク
センター秋田☎(873)3178
■秋田県育英会の学生寮入寮生募
集　男子寮(東京都世田谷区)と女
子寮(神奈川県川崎市)の入寮生を
募集します。各寮20人程度。申
込方法など、詳しくはお問い合わ
せください。対象u４月から大学
などに進学するかた　申込u２月
13日(火)から26日(月)(必着)まで
に秋田県育英会☎(860)3552

■日本政策金融公庫の教育ローン
高校、大学などへの入学時･在学
中にかかる費用を対象とした公的
な融資制度です。子ども１人につ
き350万円以内を、固定金利(年
1.76％：平成29年11月10日現
在)で利用でき、在学期間内は利息
のみの返済とすることができま
す。詳しくはお問い合わせくださ
い。問u教育ローンコールセンタ
ー☎0570-008-656

日時u２月 17日(土)10:00〜12:00
会場u北部市民SC体育館 先着
u30人　申込u２月５日(月)9:00か
ら北部市民SC☎(893)5969

39歳までのかたを優先します。
日時u２月19日(月)･26日(月)、３
月５日(月)、19:00〜20:30　会
場u中央市民SC多目的ホール(市役
所３階) 先着u30人　申込u２月
５日(月)12:00から生涯学習室

☎(888)5810

初心者のための楽しいレッスン。
対象u小学１年〜中学３年生の女
子 日時(２回コース)u２月24日
(土)、３月３日(土)、10:30〜12:00
会場u西部体育館(新屋鳥木町) 参

広報あきた　平成29年11月３日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

健　康

17

＊最新の情報は、広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
http://www.city.akita.akita.jp/stream/tvkouhou_default.htm

２月25日(日)までの土･日、祝日に開催中の雪の
動物園。来園者に人気の動物と、飼育展示担当の３

人の女性職員の仕事を
ご紹介します。

  　 

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
雪の動物園に遊びに来てねu２/18(日)放送

広報あきた　平成30年２月２日号

思いを語り合いませんか
フロアカーリング教室

青少年教室 ズンバで楽しく踊ろう

人権擁護委員にご相談を

案　内
みんなの掲示板③

極
楽
〜
♪
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アルヴェ１階きらめき広場
②宇宙服の秘密をさぐるコース
対象u小学３年生以上 日時u２月
17日(土)13:00〜14:30　会場u

アルヴェ２階多目的ホール

旧雄和ふるさとセンターの収蔵資
料のうち、雄物川と暮らしに関す
る民俗資料を展示します。
日時u２月２日(金)から23日(金)ま
での平日、8:30〜17:15　
会場u雄和市民SC１階ロビー　
問u文化振興課☎(888)5607

水産物や青果、花きを特別販売。
日時u２月17日(土)9:00〜12:00　
会場u卸売市場(外旭川) 問uあき
た市場マネジメント☎(869)5294

児童コーナーの書架整理やおすす
めの本の展示コーナー作り、絵本
や紙芝居の読み聞かせなど。対象
u小学４〜６年生 日時u２月18日
(日)9:30〜12:00　会場uほくと
ライブラリー明徳館　先着u10人
申込u２月４日(日)9:00からほくと
ライブラリー明徳館☎(832)9220

秋田市民憲章推進協議会研修会。
ヤートセ秋田祭実行委員会事務局
長の髙橋淳一さんが講演します。
日時u２月22日(木)14:00〜15:30

会場u中央市民SC洋室４(市役所３
階) 先着u30人 申込u２月９日
(金)まで同協議会☎(888)5653

★スキー＆スノボ ワンポイントレ
ッスン(幼児〜小学生が対象)
２月11日(日)9:00〜9:30。用具
の着脱や簡単な滑走などをレッス
ンします。当日の8:30〜8:50に
オーパスフロントで受け付けま
す。先着各20人　
★オーパスチビッコデー　
２月11日(日)11:30〜12:00。小
学生以下のお子さんが対象のお楽
しみイベント♪ 先着50人
★２月18日(日)は｢スキーこどもの日｣
小学生以下の１日リフト券が、半
額の510円に！  
★ナイターレディースデー
毎週日曜、16:00以降のリフト４
時間券が、女性は610円に！(通常
1,230円)　
問u太平山スキー場オーパス

☎(827)2221
＊天候の状況などにより、内容が

変更となる場合もありますので
ご了承ください。 

■企画展｢植物を編む〜暮らしの
中の編

� �

組
�

〜｣ 竹や草、樹皮など
の植物で組んで作られた編組品
の、手仕事の技と美の魅力に迫り
ます。日時u４月８日(日)まで開催
中、9:30〜16:00(４月１日(日)か
らは、16:30まで)　会場･問u県立
博物館(金足)☎(873)4121
■河辺音楽祭
出演は、秋田アフリカンサークル
ベルベル人、大正琴秋和流、秋田
シティブラスバンドほか。
日時u２月10日(土)13:00〜16:00
会場u河辺総合福祉交流センター
問u河辺の郷自治協議会

☎(882)5302
■講演会｢150年前の戦争-古文書
から見た秋田藩の戦争｣ 講師
は、県立博物館の畑中康博さん。
日時u２月17日(土)13:30〜15:00
会場u西部市民SC３階ホール
問u西部地域住民自治協議会

☎(828)4217
■福祉の就職フェア
福祉施設担当者との個別面談や求
職相談など。対象u福祉施設など
への就職を希望するかた(学生は
大学･短大･専門学校などを今年度
卒業予定のかた)　
日時u２月22日(木)13:30〜16:00
(受け付けは15:00まで)　
会場uアルヴェ２階多目的ホール
問u秋田県社会福祉協議会

☎(864)2880

18＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

図書館のお仕事たいけん
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問▶学生課
☎(888)8105

日時＝２月７日(水)u11日(日)、10:00〜19:00(最終日は16:00まで)　
会場＝千秋公園ビル５階(千秋明徳町3-43) 内容＝課題作品の展覧会

ビジュアルアーツ専攻３年生専攻展

ものづくりデザイン専攻展｢きもちのかたち｣

日時＝２月14日(水)u17日(土) 、10:00〜19:00(最終日は
16:00まで)　 会場＝アトリオン２階美術展示ホール
内容＝３年生の後期課題、｢もてなし｣をテーマにした授業成
果作品を展示します。ギャラリートークを、14日(水)13:00
〜と17:00〜、17日(土)10:00〜と13:00〜に行います

制作風景

ヤートセ秋田祭 20年間の軌跡

卸売市場開放デー

雄和地域の民俗資料を展示

みんなの掲示板②

スキー場オーパスへGO!



磁器のふた付きの丸い小物入れ
(洋風か和風)を作ります。
日時u２月24日(土)10:00〜12:00
会場u東部市民SC洋室３
参加費u2,000円　先着u15人
申込u２月５日(月)9:00から東部
市民SC☎(853)1389

ガラスの皿に模様を彫ります。５
㎝×５㎝のイラストを持ってきて
彫ることもできます。対象u小学
４年生以上のかた(大人もどうぞ)
日時と皿の形u２月24日(土)。星形
が10:30〜と14:30〜、丸形が
13:00〜　会場u自然科学学習館
(アルヴェ４階)　先着u各12人
申込u２月14日(水)16:00から自
然科学学習館☎(887)5330

時間は10:00〜13:00。会場は秋
田テルサ。申し込みは２月５日
(月)10:00から。☎(826)1800
(開催日、参加費、定員の順で記載)
①お雛

� �

さまごちそうレシピ(ちら
し押し寿司ほか)＝３月２日(金)、
1,800円、16人　②男子厨房に入
る(和風蟹

� �

チャーハン)＝３月７日
(水)、1,000円、16人　③切って
も×２ パンダパン＝３月８日
(木)、1,800円、12人　④男子厨房
に入る(簡単缶詰巻き寿司ほか)＝
３月10日(土)、1,000円、16人
⑤ローストビーフほか＝３月12
日(月)、1,800円、16人　⑥米粉シ
フ ォ ン ２ 種 ＝ ３ 月 14日 (水 )、
1,800円、16人　⑦豆腐でフルコ

ース＝３月16日(金)、1,500円、
16人　⑧ミニ苺

� � �

ロールケーキほ
か＝３月19日(月)、1,800円、16
人　⑨お祝いおもてなし料理＝３
月23日(金)、2,100円、16人

市民活動を継続させるためのノウ
ハウや、組織の雰囲気を活性化さ
せる場づくりの手法を学びます。
講師は、NPO法人れんげ舎代表理
事の長田英史さん。日時u２月24
日(土)10:00〜16:00　会場uアル
ヴェ４階洋室C 定員u30人　申
込u市民交流サロン☎(887)5312

資料をもとに画面で説明します。
日時と内容u２月20日(火)14:00
〜16:00＝パソコンへの曲の取り
込 み と 編 集 、27日 (火 )14:00〜
16:00＝パソコンで音楽を自由に
楽しみます　会場u遊学舎(上北手)　
問u南部市民SC☎(838)1217

会場は中央市民SC(市役所３階)。
申し込みは、２月５日(月)9:00か
ら生活総務課へ。☎(888)5650
■パソコン講座(エクセル初級)
対象u初めて受講するかた
日 時 u２ 月 21日 (水 )･22日 (木 )、
13:00〜16:00　受講料u1,300
円　先着u10人
■コミュニケーションカフェ
自分も相手も大切にして、上手に
気持ちを伝える方法を学びます。
日時u２月24日(土)13:30〜15:00
お茶代u100円　先着u20人　
■市民企画講座｢町内会活動に女
性のセンスを生かしてみません
か｣ 実際に活動している女性２
人のトークから地域活動のヒント
を見つけませんか。日時u２月27

日(火)13:30〜15:00　先着u24人
■国際理解講座｢みんなで楽しむ
ワールドカフェ｣　外国出身のか
たと、普段感じていることや聞き
たいことを楽しくおしゃべりしま
しょう。日時u３月６日(火)13:30
〜15:00　先着u20人

申し込みは２月３日(土)から、各消
防署へどうぞ。
■会場が土崎消防署 対象u中学
生以上のかた 日時u２月18日(日)
9:00〜12:00　先着u20人　
申込u土崎消防署☎(845)0285
■会場が南部市民SC
日時u２月24日(土)9:00〜12:00
先着u10人　
申込u秋田南消防署☎(839)9551

■プチ点字講座
自分の名刺に点字を打ちます。
日時u２月17日(土)10:00〜12:00
会場u中央シルバーエリア(御所野)
定員u20人　申込u秋田県点字図書
館☎(845)0031 
■日本語教室ニジアス 対象u日
本語を母語としない外国のかた
日時u毎週水曜、10:00〜11:30
会場uジョイナス(千秋)
教材費u月1,500円　申込u同教室
代表の奥山さん☎(834)7936

定員各20人。申し込みは、２月６
日(火)16:00から自然科学学習館
へ。☎(887)5330
①バルーンロケットを飛ばすコース
対象u小学１〜３年生　日時u２月
17日(土)10:00〜11:30　会場u

広報あきた　平成30年２月２日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

講　座
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ボランティア･NPOスキルアップ講座
｢春のお祝い｣をポーセラーツで

各種講座でステップアップ！

パソコンを使わないIT講習

救命講習会

秋田テルサの料理教室

みんなの掲示板①

催　し

ガラスアート教室

コズミックカレッジ

表紙の
はなし

おめでとう！〝ヨネタナ〟ペア！ 晴れの姿を一目見ようと、表彰式の会場となっ
た市役所には多くの関係者･市民のみなさんが訪れました。トロフィーは、秋田公
立美術大学の小牟禮

� � �

尊人
� � � �

教授がこの日のために制作したスペシャルな逸品です。
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開館時間

住所：新屋表町５-２
☎(853)4201／入館無料

9:00〜17:00
(火曜休館)

毎週土･日に
吹きガラス制作体験を
開催しています！

対象u中学生以上(中学生
は保護者同伴)
時間u9:00〜と13:00〜
体験料u3,240円
定員u午前３人、午後４人
申し込みu電話または直接
ショップカウンターへ

＊イベント開催のため、実施
しない場合もあります。

１月８日、新屋ガラス工房ニューイヤーフェス
タを開催しました。会場を訪れたみなさんは、制
作風景を見学したり、作品を鑑賞したりと、思い思
いにガラス工芸の魅力を感じた様子でした。

工房スタッフが力を合わせて、秋田らしいガラス作品を制作〜それが、こちら↑

工房のグラスで甘酒を一杯 お餅もふるまいました 吹きガラスをプチ体験♪

かまくらの中で

ハタハタをくわえる

秋田犬!?
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